
2011.3.11 
以後の活動について 

特定非営利活動法人 

＠リアスNPOサポートセンター 



   H16（2004）設立 

 『三陸・釜石』再活性化調査事業 
       （全国都市再生モデル調査事業受託） 

 NPOフォーラム開催 （市民・行政向け） 

 釜石･大槌コミュニティ・ビジネス推進事業 

 キッズチャレンジショップ （市内小学校1校） 

 少子高齢社会のコミュニティ・ビジネスを考えるワーク
ショップ 

 土砂災害防止法に基づく住民説明会 
          （釜石振興局管内） 

 



交流施設かだって 





＠リアスNPOサポートセンター 



緊急支援物資搬送 

自分たちにも出来る事をはじめよう 



《被災地域への物資配送》 
４月から漁村集落を中心に物資のニーズ調査と物資の配送。 

2011.4.3 活動開始 



被災地の居場所づくり 

『場所』の持つ力ってすごい!! 



みんなの家・かだって 



みんなの家・かだって 

 2012年6月23日OPEN!! 

 建築家・伊東豊雄氏が設計し、
当法人が管理運営をしている。 

 近隣住民の皆さんの他、まちづ
くりワークショップや様々なイベ
ントに活用されている。 

 多くの団体、企業からの支援に
より、憩いと賑わいの場として
の機能が充実 



インターネットdeかだって 



インターネットdeかだって 

 2012年4月1日OPEN!! 

 建築家・難波和彦氏より釜石市

に寄贈された『KAMAISHIの箱

AOBA』を当法人が運営。 

 サークル活動や会合などへの

貸し出しも 

 支援イベントの開催などを通じ

交流拠点としての機能 



緊急雇用創出事業による仕事作り 

ここにとどまることができるように 



  緊急雇用創出事業 

 地域コミュニティ再生事業 6名 

– 地域情報紙「キックオフ」の発行 

– 地域交流イベントの開催 

– 復興カメラ（WEB・写真展） 

 復興まるごと情報広場運営事業 6名 

– 「みんなの家かだって」運営 

– 「インターネットｄｅかだって」運営 



情報発信事業 

釜石まるごと情報WEB Cadatte 
釜石・大槌情報WEB キックオフ 

岩手 釜石・大槌 復興カメラ 



仮設住宅でのイベント開催 



  緊急雇用創出事業 

 釜石市仮設住宅団地支援連絡員配置事業 90名 

釜石全域を8つのエリアに分け、総勢約80名の支援連絡員を配置。 
仮設住宅団地の住民の皆様と関係機関や団体の「お手伝い」と 
「つなぎ役」として活動しています。 

 

・仮設住宅団地における見守り見回り 

・談話室、集会所の管理 

・住民からの相談受付 

・仮設住宅団地への来訪者受付 

・各種文書、資料の配布と管理 

・自治会、コミュニティのお手伝い 



  緊急雇用創出事業 

 被災者就業支援事業 4名 

– 釜石大槌の企業・仕事をWEBで紹介（30事業所） 

– ハローワークの求人情報を地域に特化して発信 

 Yahoo! 復興デパートメント 

– 被災事業者や仕事づくりを行う団体の商品を中心に販売支援 

– 5事業者・7団体の商品を販売（2013年2月現在） 

 東北UPプロジェクト 

– 日本マイクロソフトとの協働により、ITスキル講習と就労支援プロ

グラムを実施 

– 現在までに89名が受講（2013年2月19日現在） 



就労支援事業 

企業・仕事紹介サイトSanriku Works 

さんりく仕事ネット 

Yahoo! 復興デパートメント 


